
別紙７ 
 

事業実施計画書 
 
実施団体名 岩手県美容業生活衛生同業組合 

事業名 

生活衛生関係営業地域活性化連携事業 

 生活衛生サービスの高齢社会アプローチ事業 第 4 章 

～地域包括ケアと連携した『生衛サービス』の展開・充実を目指して～ 

国庫補助所要額 5,195,028 円※別紙８「1国庫補助基準予定額」のＤ欄の額と一致 

事業実施予定期間  令和 5 年 7 月 1 日 から 令和 6 年 3 月 31 日 

１ 事業の必要性(なぜこの事業を実施する必要があるのか、課題は何かについて記載する) 

 本県の高齢者人口（65 歳以上）の割合は上昇傾向で推移し、令和 4年 10 月現在では、県内の高齢化率（ 

65 歳以上）が 34.8％となっている。 

一方、県生活衛生同業組合員数は、昭和 58 年の 8,742 人をピークに年々減少傾向で推移し、令和 4 年 4

月には 2,617 人と、ピーク時の 29.9％にまで減少。特にも東日本大震災津波以降、沿岸地域の人口減少が

一層加速し、人口減少と高齢化が進む被災地での生衛業の廃業・組合退会が進んでいる。 

生衛業の振興と地域の活性化を図るためには、在宅や地域の交流サロンなどを拠点に生活している元気な

高齢者へのアプローチが必須であり、提供可能なサービス及び生衛事業者を周知すること、並びに地元行

政や社会福祉協議会等との強い連携が重要なことから、早急に協力体制を構築する必要がある。2020 年度

に久慈市と地域包括ケアシステムの連携に向けた協定を締結し、行政との連携を構築中である。2023 年度

においては、生衛サービスとの連携に意欲のある市町村と地域包括ケアシステム等との連携を視野に入れ

ながら、周知等情報発信、サービスメニュー等の検証、各生衛組合間の連携強化、関係機関との協力体制

を構築するなど、生活衛生業のイメージ向上、生衛業の経営の安定化と高齢社会に根ざした地域コミュニ

ティの活性化を図ることが必要である。 
また、県内 3地区において、将来の地域包括ケアとの連携を目標にモデル事業やデモンストレーション事業を

実施するものである。 

２ 事業の狙い(上記１の必要性に対する本事業の目的・目標について記載する) 

1 生活衛生サービスの高齢者生活へのアプローチ等 

○地域の交流サロンなど高齢者の寄り合い場所へのサービス展開 

 ・サービス提供の促進を図るため、地元市町村等との協力体制の構築 

○福祉施設の利用者へのサービス展開 

 ・平成 29 年度から社会福祉施設向けに『出前型サービス』実施（利用者の実費負担でサービス開始） 

○将来に向けた地域包括ケアシステムとの連携等、福祉分野からの事業受託へのきっかけづくり 

2 生活衛生業のイメージアップ 

３ 本事業の成果(この事業の実施により得られる成果について記載する。数値化できるものは数値化する) 

① 活動指標 

○市町村等との協力体制の構築 

○交流サロン等を活用した高齢者を対象とする 

生衛業の訪問サービス（モデル事業等）の展開 

 ・3地区 計 3回の開催を予定 

・参加予定者数：延べ 90 名 

  ○モデル事業参加者に対するアンケートを実施し、 

提供するサービス内容のメニューを検討。 

〇岩手セイエイ百貨店運営協議会設置 

② 成果指標 

○生衛業と地域福祉分野との連携 

・市町村との地域包括ケア協定締結：1市町村 

 ・モデル事業実施：1地区 

 ・デモンストレーション事業実施：2地区 

 ・地元社会福祉協議会等との意見交換：4地区 

○アンケートによるモデル事業の検証 

 ・満足した：参加者の 80％以上 

○ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでの情報発信  

４ 事業内容(この事業で何を実施するかについて、その内容を記載する) 

1 生衛業界と地域福祉分野との連携（人的ネットワークと事業システムの構築等） 

2 ハートフル美容師（現在 101 名）とケア理容師（現在 110 名）、他生衛業とのサービス創出に向けたモ 

デル事業の実施 

3 サービス利用者へのアンケートを実施し、サービス内容のブラッシュアップを行い、将来の事業実施を 

見据えたサービスメニューを創出し、実施に向けた情報発信策等を検討。 

4 役割等 

○幹事組合は、岩手県美容業生活衛生同業組合とし、事業企画検討会議を主催し事業経費の経理を行う。 

   ２２ 

課題番号 



○実働主体は、地区生活衛生同業組合連絡協議会（県内各地域の 11 生衛組合で組織）が行う。 

○岩手県生活衛生営業指導センターは、各生衛業が連携して事業を行うための企画・総合調整を行う。 

5 実施内容 

(1) 企画検討会議（気仙地区） 

(2) モデル事業の実施（気仙地区） 

(3) 本格事業実施を見据えた運営体制などの仕組みづくり及び情報発信策の検討等協議の場設定・運営 

・岩手セイエイ百貨店運営協議会（久慈地区、東磐井地区）及びデモンストレーション事業の実施 

(4) 本格事業実施を見据えた運営体制などの仕組みづくり及び情報発信策の検討等協議の場設定・運営 

・岩手セイエイ百貨店運営協議会準備会（釜石地区）の立ち上げ、パンフレット作成など事業の実施 

(5) 県社会福祉協議会役員等との懇談会 

５ 実施方法(上記４に記載の事業内容ごとにその実施方法・手順を時系列的に記載する) 

1 企画検討会議：気仙地区 

・第一回：7月 24 日（月）、14：30 気仙地区各生衛組合連絡協議会メンバー等、意見交換 

            （Ｒ5事業の進め方、交流サロン等でのモデル事業案の検討など） 

・第二回：11 月 27 日（月）、14：30 メニュー案等協議、中間総括、Ｒ6年度展開等協議 

 

2 モデル事業の実施：気仙地区   

・10 月 16 日（月）、交流サロン（寄合い場所）での訪問サービス（理美容＆飲食組合など）1 回 

 

3 岩手セイエイ百貨店運営協議会の運営（地域包括ケアとの連携など） 

〇検討内容 

・今後、生衛サービスと、市町村が進める地域包括ケアシステムと連携できるような仕組みづくりや情報交換等 

の場を構築できるよう、意見交換会及び本格事業実施を見据えた情報発信策の検討等を行う。 

・久慈地区：久慈市、久慈市社会福祉協議会、久慈地区生活衛生同業組合連絡協議会メンバーによる検 

討会議：4回程度（7/10 第一回検討会、9/4 第二回検討会、10/30 ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ事業、2/26 第三 

回検討会）  

・東磐井地区：一関市、一関市社会福祉協議会、東磐井地区生活衛生同業組合連絡協議会メンバーによ 

る検討会議：4回程度（7/24 第一回検討会、8/28 第二回検討会、10/23 ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ事業、2/19 

第三回検討会） 

・釜石地区：釜石市、釜石市社会福祉協議会、釜石地区生活衛生同業組合連絡協議会メンバーによる検 

討会議を立ち上げ、仕組みづくり等の場を設定。 

6 回程度（7/10 運営協議会設置、9/4 第二回検討会、パンフレット検討作業部会 3 回、2/26 第三 

回検討会） 

 

4 県社会福祉協議会役員等との懇談会 

・県社会福祉協議会役員と生活衛生同業組合理事長等との意見交換 1回予定（1月中旬頃） 

 

5 地区連絡協議会と美容組合役員等との意見交換会：2 月 13 日（火）：盛岡市 1 回予定 
 

6 情報発信等 

・岩手セイエイ百貨店（釜石地区版）パンフレット作成  ハートフル美容師等の詳細情報も掲載予定 

  岩手セイエイ百貨店運営協議会（釜石地区）で協議 

7 月 10 日（月）：第一回検討会議に素案提示、9月 4日（月）：第ニ回検討会議に案提示 

  10 月～1月：パンフレット作業部会 3回開催 

3 月末頃：パンフレット納品予定   

 

7 将来展望を見据えた年度目標 
・2023（Ｒ5）年度：気仙地区での交流サロン等の仕組みづくり、モデル事業等の実施 

釜石地区での岩手セイエイ百貨店運営協議会立ち上げなど 
久慈、東磐井地区での岩手セイエイ百貨店運営協議会体制の確立、地域包括ケアとの 
連携など 

・2024（Ｒ6）年度：気仙地区での岩手セイエイ百貨店運営協議会立上げ、地域包括ケアとの連携など 
・2025（Ｒ7）年度：久慈、東磐井、釜石、気仙地区での地元市町村との地域包括ケアとの連携など 

（注）事業ごとに別葉とすること。 
（注）生活衛生関係営業活性化連携事業の場合は連携を行う者の関連性がわかる構成図を添付すること（様式自由） 


